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資料－２ 

 

一般経過報告 

2004 年度（平成 16 年度：2004 年 4月１日～2005 年 3 月 31 日）、併せて、2006 年度（平成 17 年度：2005

年 4 月 1日～）の現在までの応用生態工学会の一般経過を以下に報告する。 

 

2004 年度（平成 16 年度）応用生態工学会一般経過報告 

2004 年（平成 16 年） 

4.1 平成 16 年度開始 

4.1 交流委員会・将来構想委員会・研究開発委員会合同委員会 

4.12 新事務局長着任 

4.13 第 1 回中国現地ワークショップ in 広島 に関する打ち合わせ（第３回）（広島大学） 

4.14 円山川セミナーに関する打ち合わせ（近畿地方整備局） 

4.20 会誌「応用生態工学」６巻２号発送 

4.21 シリーズ講習会「水域生態系保全－Ⅲ・現地説明会」 第 2回矢作川に関する実行委員会（名

古屋大学） 

5.14 円山川セミナーに関する実行委員会（第１回）（近畿地方整備局） 

5.22-23 シリーズ講習会「水域生態系保全－Ⅲ・現地説明会」第 2回矢作川 講師：辻本哲朗講師 27

名参加（他実行委員 16 名） 

5.28 ニュースレター25 号発行（委員会報告、日韓河川生態セミナー案内、国際交流海外学校等派遣

者募集） 

6.2 円山川セミナーに関する実行委員会（第２回）（兵庫県立人と自然の博物館） 

6.5-6 シリーズ講習会「水域生態系保全－Ⅲ・現地説明会」第 3回標津川 講師：中村太士講師 
6.12 第 25 回理事会（ＦＵＫＡＺＡＷＡ） 

6.17 北陸ワークショップ企画打ち合わせ（新潟大学・北陸地方整備局） 

6.18 後援行事：公開シンポジウム「自然再生をめぐる学術と技術の展望」主催：日本学術会議森林

工学研究連絡委員会 

6.29 円山川セミナーに関する実行委員会（第３回）（近畿地方整備局） 

6.30 2004 年度国際交流海外学会等への派遣者募集締切 

7.2 中国ワークショップ in 広島に関する打ち合わせ（第４回）（広島大学） 

7.3-4 シリーズ講習会「水域生態系保全－Ⅲ・現地説明会」第 4回諏訪湖 講師：沖野外輝夫講師 
7.5 ニュースレターNo.26 発行（第 8回大会案内、投稿規定改訂,５カ年計画総括，次期中期計画）

7.9 北陸ワークショップに関する打ち合わせ（第２回）（新潟大学） 

7.22-23 第１回中国現地ワークショップ in 広島 （参加者 現地見学会 81 名,ワークショップ 220 名）

（太田川流域および広島市・広島アステールプラザ） 

8.7 共催行事：シンポジウム「兵庫県の河川自然再生 コウノトリの舞う郷へ」（参加者 233 名）

（三田市・兵庫県立人と自然の博物館ホロンピアホール） 

8.8 現地見学会「豊岡・円山川の自然再生」62 名参加（豊岡市内） 

8.8 後援行事：「円山川の自然再生に関するフォーラム」（豊岡市民プラザ多目的ホール） 

8.20 交流委員会 2004 度国際交流海外学会等への派遣者決定（３名） 

8.26 第 8 回研究発表会プログラム検討会議（麹町会議室） 

第 8回大会第 1回実行委員会（麹町会議室） 

8.31 会誌「応用生態工学」７巻１号発行 

9.8 シリーズ講習会「水域生態系保全－Ⅲ・現地説明会」 第 5回木津川に関する打ち合わせ（奈

良女子大学） 

9.11 第 26 回理事会（弘済会館） 

9.27 第 8 回大会第 2回実行委員会（麹町会議室） 

10.1-3 第 8 回大会（総会、研究発表会等）開催（東京北の丸公園科学技術館） 

10.1 第 8 回総会 

10.1 公開シンポジウム「人為改変された河川の自然再生にむけたアダプティブマネジメント」韓国：

ユン・ビュンマン教授（明知大学），ジョー・ゲージャエ助教授（釜山大学）ほか （参加者

191 名） 

10.2-3 第 8 回研究発表会（参加者 225 名） 

10.2 幹事会 

10.2 拡大編集委員会 

10.13 東北ワークショップ（in郡山）実行委員会（仙台） 
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10.15 矢作川・三河湾接点領域現地ワークショップ実行委員会（名古屋市・名古屋大学） 

10.18 北陸ワークショップ実行委員会（新潟市） 

10.22-23 矢作川・三河湾接点領域現地ワークショップ（参加者 57 名）（矢作川・三河湾沿岸および吉

良温泉） 

11.1-2 東北ワークショップ（in郡山）郡山商工会議所（参加者 WS78 名、現地 35 名）（郡山市および

三春ダム） 

11.12 ニュースレター27 号発行（海外派遣報告、理事会・幹事会等報告など） 

11.20-21 北陸ワークショップ（in新潟）新潟ユニゾンプラザ（参加者 現地 48 名,WS181 名）（信濃川下

流域・福島潟および新潟市） 

11.20-21 シリーズ講習会「水域生態系保全－Ⅲ・現地説明会」第６回「干拓淡水化事業中止後の宍道湖・

中海のグランドデザイン」（島根県宍道湖・中海）講師：国井秀伸（島根大学汽水域研究センタ

ー） 

11.27-28 シリーズ講習会「水域生態系保全－Ⅲ・現地説明会」第５回「河川環境の生物的・生息場所的

評価の手法と展開」（京都府木津川）講師：谷田一三（大阪府立大学総合科学部自然環境科学科）

－台風 22 号により延期（参加者 13 名） 

12.1 事務局事務所賃貸契約更新（２年間） 

12.4 第 27 回理事会（麹町会議室） 

12.24 日本学術会議会員候補者情報提供資料提出 

  

2005 年（平成 17 年） 

1.20 交流委員会主催行事：沿岸の自然再生に関する特別セミナー「米国におけるチェサピーク湾再

生の歴史と展望」（東京大学駒場キャンパス）（参加者約 30 名） 

1.20 円山川自然再生フォーラム実行委員会（大阪市・近畿地方整備局） 

1.29-30 共催行事：国際セミナー「美しく豊かな水環境を後世に -島根とテキサスのパートナーシップ

-」（松江市・くにびきメッセ） 

1.30 河川環境管理財団 平成 17 年度河川整備基金助成申請 

1.31 会誌「応用生態工学」７巻２号発行「標津川再生事業特集」 

1.31 英文誌購読者募集案内発送 

2.12 後援行事：沿岸環境関連学会連絡協議会 第 12 回ジョイント・シンポジウム「内湾河口漁場の

崩壊過程―その検証を予防と再生に活かす」（東京大学駒場キャンパス学際交流ホール） 

2.17 円山川自然再生フォーラム「トキとコウノトリ 野生復帰への挑戦」（参加者 380 名）（三田市・

兵庫県立人と自然の博物館ホロンピアホール） 

2.21 ニュースレター28 号発行（今年度各行事報告）：会費支払のお願いを同封 

3.18 第 9 回大会公開シンポジウム打ち合わせ（谷田副会長）（東京・財）ダム水源地環境整備センタ

ー会議室） 

3.22 第 2 回中国現地ワークショップ in 山口 第 1回実行委員会（宇部市・山口大学） 
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2005 年度（平成 17 年度）応用生態工学会一般経過報告 

2005 年（平成 17 年） 

4.1 平成 17 年度開始 

4.4 小宮山会計事務所打合せ（事務局） 

4.8 第 4 回北陸現地ワークショップ in 金沢第 1回実行委員会（金沢河川国道事務所） 

4.15 第 9 回河川環境目標検討委員会（事務局）（財）リバーフロント整備センター） 

4.20 会誌編集委員会（麹町会議室） 

4.21 普及委員会（麹町会議室） 

5.14 第 28 回理事会（弘済会館） 

5.15 国際英文誌編集委員会代理出席（東京大学農学部） 

5.20 ニュースレター29 号発行 

5.27 平成 17 年度河川整備基金助成決定通知 

6.7 共催行事：ワークショップ「河川環境目標への科学的アプローチは可能か －考え方と実際

－」 

6.22 第 10 回河川環境目標検討委員会(事務局) （財）リバーフロント整備センター） 

6.30 平成 16 年度河川整備基金助成事業報告書提出及び平成 17 年度助成請書提出 

7.2 国際英文誌編集委員会兼 2006 ICLEE Conference  第 1 回実行委員会出席（京都大学農学部）

7.5 第 9 回大会実行委員会（第 1回）（麹町会議室） 

7.20 ニュースレターNo.30 発行（第 9回大会案内） 

研究発表（口頭・ポスター）募集開始 

7 月 会長･副会長候補届出期間 

7.19-20 応用生態工学会札幌主催「渓流・河川横断構造物の切り下げセミナー」（参加者 67 名）（北海

道室蘭市・八雲町ほか） 

7.21 後援行事：土砂管理とダムに関する国際シンポジウム第 1回実行委員会出席（（社）日本大ダ
ム会議 

7.21 交流委員会（麹町会議室） 

7.25-26 共催行事：第 3回日韓河川生態セミナー（参加者日本側 30 名，韓国側 38 名）（名古屋大学・

長良川・木曽川） 

8.8 会誌「応用生態工学」８巻１号発行 特集：森・川・海の自然連鎖系を重視した有明海・八

代海の再生 

8.16-8.30 編集委員会メール会議実施 

8.25 応用生態工学会札幌主催「渓流・河川横断構造物の切り下げセミナー・パートⅡ」（参加者 104

名）（札幌市） 

8.25 農業土木工学会農業生態工学分科会会議出席（岐阜大学） 

8.26-27 中国現地ワークショップ（in 山口）（参加者 現地見学会 42 名，ワークショップ 141 名） 

8.28 後援行事：シンポジウム「鳥類を蘇らせる方法」（兵庫県立人と自然の博物館） 

9.10 第 29 回理事会 

9.30-10.2 第９回大会（総会、研究発表会等）開催（東京北の丸公園科学技術館） 

  

（以下,今後の予定） 

9.30 総会，第 30 回理事会，公開シンポジウム（河川整備基金助成事業） 

10.1 研究発表会，ミニシンポジウム 

10.1 幹事会 

10.2 研究発表会，表彰式 

11 月 ニュースレター31 号発行 

11.11-12 北陸ワークショップ（in金沢）金沢市観光会館 

11 月 東北ワークショップ 

12 月 第 31 回理事会(第 10 回大会関連) 

12 月 会誌「応用生態工学」８巻２号発行予定 

2 月 ニュースレター32 号発行（2007 年度会費請求同封） 

 


